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原始惑星系円盤の化学構造の理解は、円盤観測及び惑星大気観測を解釈する上でも重要である。近年の円盤輻
射輸送計算 (e.g., Ueda et al. 2019)によると、ダストが動径方向に濃集する領域が存在する場合、中心星から
の放射が遮られる事で影構造が形成され、円盤内側領域においても低温な領域が形成されうる可能性が示唆され
ている。Ohno & Ueda (2021)は、T Tauri 円盤においてH2Oスノーライン (= 1.3 au)前後で 30倍程度以上の
ダスト面密度差があれば、その外側では影になる事で温度が 30Kを下回り、N2や希ガスなどがダスト上に凍結
可能である事を示した。この事は惑星大気組成の解釈、特に木星形成領域の制約に大きく影響を与えうる。しか
し上記論文では主要分子の組成を固定した上で、それぞれの凍結・昇華のみを考慮した単純な化学モデルを採用
しており、円盤影領域の詳細な化学構造は未だ明らかではない。そこで発表者らはガス・ダスト化学反応ネット
ワーク (e.g., Notsu et al. 2021)を用いた上で、影構造を持つ T Tauri 円盤の赤道面の詳細な化学構造計算を行
い、主要分子の組成や炭素-酸素元素組成比 (C/O比)の変化などを調べた。その結果先行研究では考慮されてい
ない HCNや CH4などの分子も豊富に存在する事、影構造を持つ円盤では CH4などがダスト上に凍結する事で
H2Oスノーライン外側でガス中のC/O比が低下する事、COやN2なども 3-7 auの影領域でダスト表面に凍結す
る事などが分かった。発表者らは引き続き、化学進化にとって重要なパラメータである初期化学組成や電離度な
ど (e.g., Notsu et al. 2020)を変えた円盤での計算も進めている。本発表ではこれらの計算結果を紹介した上で、
ALMAなどを用いた円盤分子輝線観測との関係や、惑星大気組成に与える影響なども議論を行う予定である。


